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1. 学会賞
松永 幸大 氏（東京大学大学院新領域創成科学研究科先端生命科学専攻）
　松永幸大氏は1998年3月に東京大学で博士号を取得されたのち，日本学術振興会PD特別研究員を皮切り
に国内外の大学で研究キャリアを積み重ね，2020年4月からは東京大学大学院新領域創成科学研究科で教授
として活躍していらっしゃいます．松永氏はその間一貫して，染色体，あるいは細胞核を構成するクロマチ
ンの動態や三次元構造に注目して精力的に研究を進めてこられました．その研究成果は，査読つき原著論文
のみで150報という膨大な量に達します．松永氏はまた創意工夫・進取の気風にあふれ，FISH解析や蛍光イメー
ジング解析，それにヒストン修飾のエピジェネティック解析等に関する技術を積極的に開発し研究に導入す
ることで，植物形態学の中に新たな一分野を開拓されました．細胞核内でのクロマチンのダイナミクスと植
物の発生・形態形成や環境応答を結びつけた研究は非常に独創的ですが，なかでも植物の器官再生における
エピジェネティック・プライミング制御機構の発見や，細胞核内におけるクロマチン動態を制御する分子メ
カニズムの解明は国際的にも極めて高く評価されております．松永氏はそうした質・量ともに豊富な実り多
い研究を推進する過程で，若手研究者の教育にも熱心に取り組んで来られました．さらに，学生会員の頃か
ら継続して自身の研究成果を本学会で発表されており，本学会の評議員や会計監査を務められるなど，本学
会への貢献も極めて大きいものがあります．このように，松永氏のこれまでの業績は研究，技術開発，教育，
そして学会運営のいずれの面から見ても，本学会はもとより植物形態学という学問分野全体への貢献が極め
て大きく，学会賞を授与されるにふさわしいと判断いたしました．

2. 平瀬賞
M. Asaoka, M. Ooe, S. Gunji, P. Milani, G. Runel, G. Horiguchi, O. Hamant, S. Sawa, H. Tsukaya, A. 

Ferjani (2021) 

Stem integrity in Arabidopsis thaliana requires a load-bearing epidermis.　
Development 148(4): dev198028

授賞代表者：Ferjani Ali 氏（東京学芸大学自然科学系広域自然科学講座生命科学分野）
　生物の発生・分化における力学的ストレスの意味や役割については，近年多くの注目が集まっております．
植物の成長には，複数の組織層の協調的な成長が必須であり，成長速度の不均衡が生じると大きな機械的ス
トレスが生じ，ひいては組織の破断・破壊に至る可能性があります．例えば，植物の茎では内部組織の成長
により発生する内圧を外側の表皮が支えており，圧縮下にある内側の組織の拡張を表皮の適切な伸長により
調節している，と長らく考えられてきました．しかし，この理論の直接的な証明は困難で，長い間実験的な
根拠を欠いた状態が続いておりました．本論文は，clv3 det3二重変異体のシロイヌナズナではしばしば花茎
に亀裂が生じることに着目し，遺伝学やバイオメカニクスといった現代的な技術を駆使することで，この「組
織張力理論」を実証したものです．受賞者らは，野生型と二重変異体シロイヌナズナの茎切片の定性的な観
察と様々な定量的解析に加え，原子間力顕微鏡を用いて茎の表皮細胞の剛性の計測を行い，この二重変異体
では内部組織と外部組織の不均衡な成長様式が表皮層の機械的ストレスを増大させ，茎に亀裂を生じさせて
いることを示しました．さらに，二重変異体の表皮組織でDET3を特異的に発現させて表皮を弛緩させると
張力が緩和され亀裂が生じにくくなることも示しています．この論文の内容は，Developmentの掲載号の表
紙に採択されResearch Highlightでも取り上げられるなど，極めて高く評価されています．以上の理由から，
論文は本学会の論文賞である平瀬賞を授与されるにふさわしいものと判断いたしました．



3. 奨励賞
大井 崇生 氏（名古屋大学大学院生命農学研究科）
　大井崇生氏は学生時代から，耐塩性イネ科植物ローズグラスにおける小毛からの塩排出機構の解明に取り
組んで来られました．その間，多くの研究者と積極的に共同研究を実施し，また，低真空SEM，クライオ
SEM，FIB-SEM，卓上SEMを用いた三次元構造解析，クライオSEM-EDX法等，様々な機器や技術を駆使
して様々な生物の種々の組織・細胞・オルガネラの可視化と定量解析に取り組み，塩ストレス下における葉
緑体の立体構造変化をはじめ，多くの植物微細構造の三次元的な姿を明らかにして来られました．その間，
一貫して手間と時間とスキルを要する植物の微細構造の観察・解析に辛抱強く取り組み，「説得力のある画像
により“形に物を言わせる”」　という，まさに形態学の王道を歩んでこられました．さらに，最近ではSEM

を用いた簡便でユニークな微細構造の三次元構築手法を開発され，それを用いた教育・アウトリーチ活動に
も取り組まれています．このように，さまざまな形態学的技術の習得・開発・普及に精力的に取り組む姿勢や，
植物形態学を基盤としつつ周辺の応用分野との共同研究に意欲的に取り組む姿勢が高く評価され，「植物形態
学の分野で将来の活躍が期待される若手研究者」として，奨励賞を授与されるにふさわしいと判断いたしま
した．

山下 翔大 氏（国立遺伝学研究所遺伝形質研究系）
　山下翔大氏は，単細胞性のものから少数，あるいは極めて多数の細胞から成る群体を形成するものまで多
様な体制をもつ種を擁し多細性進化の研究モデルとなっているボルボックス目緑藻の中から，ボルボックス
と同様に球状群体を形成し生殖細胞と体細胞の分化能を持つもののボルボックス科には属さない「アストレ
フォメネ」に注目し，多細胞化に係る進化過程の解明に取り組んで来られました．大学院時代に研究を開始
して間もなく，保存株の状態が良くないと見るや自身で新規株の単離を行ったうえ，単離株を用いて同調培
養系・ライブイメージング法・体細胞と生殖細胞を分画する方法の開発，さらには全ゲノムの解読・比較ト
ランスクリプトーム解析・遺伝子改変技術の開発などを立て続けに行いました．その結果，ボルボックス目
の中でもボルボックス科とアストレフォメネでは球状群体の形成や体細胞と生殖細胞の分化の能力を獲得す
るプロセスは互いに異なることを明らかにしました．こうした，形態・進化・分子をつなぐ独創性の高い研
究を独自に打ち立てて来た積極性や行動力が高く評価され，「植物形態学の分野で将来の活躍が期待される若
手研究者」として，奨励賞を授与されるにふさわしいと判断いたしました．




